
地方創生・人口減少対策に関する県内大学生アンケート調査

方  法： Webアンケート
期  間： 令和７年７月10日～7月31日まで
対  象： 県内の大学、短期大学、高等専門学校に在籍する学生を想定

趣旨・目的

官民連携・共創チームの活動のスタートにあたり、県内高等教育機関を対象として、「福島ならではの地方
創生・人口減少対策を進めるために何が必要か」について、アンケート調査することで、若者（今後就職を控
える学生）の意見を把握し、ふくしま共創チームのワーキングチームにおける議論に活用する。

調査概要
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主な
質問項目

１ 若い世代の人口減少に対する現状認識に関する質問
（人口減少の受け止め、生活の中で人口減少の影響を感じること）

２ 特に重要だと思う人口減少対策の取組に関する質問
（「ひと」・「暮らし」・「しごと」・「人の流れ」の分野ごとに重要と考える取組）

３ 将来の進路等の意向に関する質問
（卒業後の進路（場所）、就職活動で重視するポイント、
 福島県で生活していく上で求めること）

福島県
復興・総合計画課



０ 基本情報

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q1-1 性別 選択 □ 男性 □ 女性 □ その他

Q1-2 在学中の学校 選択
□ 大学生 □ 大学院生 □ 短期大学生
□ 高等専門学校生 □ その他（_______）

学校名・学部名 自由記述

学年
※高等専門学校生の場合、大学で考えた場合の相
当年次を記載願います（本科5年=2年、専攻科2
年=4年など）

選択
□ １年 □2年 □3年 □４年
□ その他（ ）

出身地
※生まれてから最も長く過ごした場所を出身地と設定

選択 □ 県内 □ 県外

出身地
※⑤が「県内」の場合

選択
□ 県北地域 □ 県中地域 □ 県南地域
□ 会津地域 □ 南会津地域
□ 相双地域 □ いわき地域

福島県は、2025年3月に、地方創生・人口減少対策の推進するためのアクションプランとして「ふくしま創生総合戦略」を更新し、今
後取り組むべき基本的な目標などを示しました。
また、本年７月には、地方創生・人口減少対策を検討・実行するため「ふくしま創生・人口戦略 官民連携・共創チーム」を立ち上げ、
行政・企業・団体などあらゆる主体の皆さんと議論・施策を検討していきます。
今回のアンケートでは、今後重視して進めるべきと考えること、また、皆様の将来の進路などの意向に関してお聞きします。若者世代
の皆様の意見を踏まえ「官民連携・共創チーム」で議論し、施策に取り入れていきたいため、本アンケートへの御協力をお願いいたし
ます。
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１ 若い世代の人口減少に対する現状認識に関する質問

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q2-1
現在の「人口減少」は深刻だと思いますか？
5～0の6段階で回答をお願いします。

選択
５ とても深刻だと思う  ４ やや深刻だと思う
３ どちらとも言えない ２ あまり深刻だとは思わない
１ 全く深刻だとは思わない  ０ 関心がない

Q2-2
「人口減少」という言葉を聞いて、生活の中で影響が
あると思うものはどれですか？

選択
（複数選択）

□ 子どもを育てる環境が悪くなる（保育園、学校の統廃合など）
□ 部活動や地域のクラブ活動が成り立たない
□ お店やサービス（コンビニ、商店街など）がなくなる
□ 公共交通（電車・バス）が減る／なくなる
□ 地域行事や伝統文化の継続が難しくなる
□ 就職先の選択肢が少なくなる
□ 学校数や生徒数が少なくなる
□ 医療サービスが受けられなくなる
□ 高齢者の生活支援が回らない
□ 地域から若い人がいなくなる
□ 楽しめる娯楽が少なくなる
□ 税金や社会保障の負担が増える
□ 人とのつながりが減る／孤立しやすくなる
□ 特に影響があるとは感じていない
□ その他（自由記述）＿＿＿＿＿＿＿＿＿

Q2-3
あなたが「人口減少は深刻だ（あるいは深刻ではな
い）」と感じる理由を教えてください。

自由記載
（任意）

Q2-4
実際に人口減少の影響を「身近に感じたこと」や「印象
に残っている出来事」があれば教えてください。

自由記述
（任意）

「人口減少」に対する現状について、皆さんはどのような考えをお持ちですか？
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２ 特に重要だと思う人口減少対策の取組

大きく 「ひと」 「暮らし」 「仕事」 「人の流れ」の４つの分野に分けて、それぞれの分野で福島に足りな
いと考える取組をお聞きします。（※福島県総合戦略の４つの基本目標、施策の方向性とリンク）

【４つの分野について】
（１）「ひと」

出会い・結婚・妊娠・出産・子育てや、健康づくり、教育の充実、
 あらゆる方が活躍できる環境など、「一人ひとりの夢や希望が叶う社会をつくる」取組

（２）「暮らし」 
 安全で安心な暮らし、環境・自然への配慮、過疎・中山間地域の振興など、
 「あらゆる人が安心して豊かに過ごすことができる暮らしをつくる」取組

（３）「しごと」
 働き方改革の推進、若者の定着・還流の促進、中小企業等の振興、新産業の創出、
 企業誘致、起業・創業の推進、農林水産業の成長産業化など、
 「若者や女性をはじめ誰もがいきいきと活躍できる仕事をつくる」取組

（４）「人の流れ」
 移住・定住の促進、交流人口の拡大など、
 「国内外から福島への新しい人の流れをつくる」取組
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２ 特に重要だと思う人口減少対策の取組

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q3-1

【ひと分野】
次の取組のうち、福島に足
りないと思う取組はどれで
すか？

選択
(３つまで)

□ 出会い・結婚・妊娠・出産への支援（出会いの場の提供、結婚・妊娠・出産までの不安の軽減など）

□ 子育て支援（保育環境の整備、子育て家庭の経済的負担の軽減など）

□ 女性が活躍できる社会の環境（固定的な性別役割分担意識の解消など）

□ 男性の働き方の見直しと家事育児・介護等への参加促進（意識の啓発など）

□ 心身の健康づくり、健康寿命の延伸への取組（生活習慣改善、がん対策、生きがいづくりなど）

□ 教育の充実①（学力、体力、心の豊かさ、質の高い特色ある教育など）

□ 教育の充実②（職業観や地域への愛着、総合的な課題解決能力を育む教育など）

□ 多文化共生社会に向けた環境づくり（外国人にとっても暮らしやすい環境づくりなど）

□ 多様性、自分らしさが尊重される社会への環境づくり（人権教育、ユニバーサルデザインの普及など）

Q3-2
上記の質問の回答の理由
（そう感じる理由）を教え
てください。

自由記載
（任意）

（１）「ひと」
出会い・結婚・妊娠・出産・子育てや、健康づくり、教育の充実、あらゆる方が活躍できる環境など、「一人ひとりの夢や希望が叶う社会をつくる」取組
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２ 特に重要だと思う人口減少対策の取組

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q3-3

【くらし分野】
次の取組のうち、福島に足
りないと思う取組はどれです
か？

選択
(３つまで)

□ 防災・安全に関する取組の強化（防災意識の向上、日常の犯罪抑止など）

□ 生活環境の維持向上（保健・医療・福祉、公共交通の維持・確保、住環境の整備など）

□ まちの強靭化と賑わいの創出（災害に強い施設やインフラの老朽化対策、商店街の活性化など）

□ 文化・スポーツ・生涯学習の振興・推進（音楽、美術、文学、伝統文化、スポーツ(プロ含む)など）

□ 脱炭素社会・循環型社会の実現に向けた取組（再エネ活用、森林整備、ごみ減量化など）

□ 自然との共生の実現に向けた取組（自然環境、景観、生物多様性保全、環境学習など）

□ 過疎・中山間地域の振興（担い手確保、生活・教育環境の充実、地域資源を活かした仕事など）

Q3-4
上記の質問の回答の理由
（そう感じる理由）を教え
てください。

自由記載
（任意）

（２）「暮らし」 
 安全で安心な暮らし、環境・自然への配慮、過疎・中山間地域の振興など、「あらゆる人が安心して豊かに過ごすことができる暮らしをつくる」取組
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２ 特に重要だと思う人口減少対策の取組

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q3-5

【しごと分野】（働き
方や就職に関するこ
と）

次の取組のうち、福
島に足りないと思う取
組はどれですか？

選択
(３つまで)

□ 多様で柔軟な働き方の推進（フレックスタイム制やテレワークなど）

□ 女性が働きやすい環境や制度の推進（能力・適正による業務選択、オフィス環境整備、男性の育児参加など）

□ 福島の企業の魅力の情報発信（大学生、小中高生、保護者に対する県内の就職・仕事の情報発信など）

□ 県内企業による情報発信力の強化への支援（若手人材獲得に向けた企業向けセミナー・伴走支援など）

□ 小中高生、大学生の地元企業等への愛着形成（職業体験、職場見学、インターンシップなど）

□ 性別・年齢・障がい・国籍などを問わず誰もが活躍できる魅力的な職場環境の整備

□ 人材育成・人手不足への対応（求職者と企業のマッチング、就職後の早期離職防止、奨学金返還支援など）

Q3-6
上記の質問の回答の
理由（そう感じる理
由）を教えてください。

自由記載
（任意）

（３）「しごと」
 働き方改革の推進、若者の定着・還流の促進、中小企業等の振興、新産業の創出、 企業誘致、起業・創業の推進、農林水産業の成長産業化など、
「若者や女性をはじめ誰もがいきいきと活躍できる仕事をつくる」取組
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２ 特に重要だと思う人口減少対策の取組

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q3-7

【しごと分野】
（企業や起業者へ
の支援や、農林水産
業に関すること）
次の取組のうち、福
島に足りないと思う取
組はどれですか？

選択
(３つまで)

□ 中小企業等の成長力強化（経営力や製品開発力、生産性向上など）

□ 次世代産業の育成・集積（成長が期待される産業と、その人材の育成・確保、海外販路拡大など）

□ 企業誘致の推進や立地企業の振興（企業誘致、物流円滑化、本社機能移転、工場等の設立支援など）

□ 起業・創業支援（経費支援、相談体制、マッチング支援など）

□ 農林水産業の担い手確保（新規就業のための研修、機械・器具導入や法人化への支援など）

□ 農林水産物のブランド力向上（農林水産物の付加価値・生産力向上、県オリジナル品種の開発・普及など）

□ 農林水産業の生産基盤の強化（大区画化等による収益性向上、スマート農業による効率化・省力化など）

□ 農林水産物の消費・販路拡大と流通促進（県内・県外・国外それぞれにおける流通拡大の支援など）

Q3-8
上記の質問の回答の
理由（そう感じる理
由）を教えてください。

自由記載
（任意）

（３）「しごと」
 働き方改革の推進、若者の定着・還流の促進、中小企業等の振興、新産業の創出、 企業誘致、起業・創業の推進、農林水産業の成長産業化など、
「若者や女性をはじめ誰もがいきいきと活躍できる仕事をつくる」取組
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２ 特に重要だと思う人口減少対策の取組

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q3-9

【人の流れ分野】
次の取組のうち、福島に足
りないと思う取組はどれで
すか？

選択
(３つまで)

□ 移住環境づくり（移住者への住まいや仕事、地域住民のつながりづくりや移住後の定着支援など）

□ 移住希望者への支援体制と情報発信（相談窓口や地域とのマッチング、移住者のライフスタイル発信など）

□ 移住につながる関係人口の創出・拡大（首都圏等の本県出身者や企業・人材との関係性の構築など）

□ 観光振興（福島ならではの観光資源の発掘・磨き上げ、国内向けプロモーション、インバウンド促進など）

□ 県産品のプロモーション、販売の強化（酒、農林水産物等のブランド化、付加価値向上、輸出促進など）

□ 交通ネットワークの整備・利活用促進と交流拠点の利活用（道路網整備や福島空港、ローカル鉄道など

の活用促進、アクアマリンふくしまやJヴィレッジなどの交流拠点施設の利活用）

□ ふくしまとのつながりづくり（ふくしまを応援してくださる国内外の方々や企業・大学・自治体等との連携強化、

県内の企業・団体・自治体・学校等との連携など）

Q3-
10

上記の質問の回答の理由
（そう感じる理由）を教え
てください。

自由記載
（任意）

（４）「人の流れ」
 移住・定住の促進、交流人口の拡大など、「国内外から福島への新しい人の流れをつくる」取組
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３ 将来の進路等の意向について

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q4-1
卒業後の将来の進路・就
職について、現在のあなた
の考えを教えてください。

選択

□ 県内で働きたい

□ 地元（出身地）に戻って働きたい

□ 首都圏・大都市圏で働きたい

□ 場所にこだわらず、働けるところで働きたい

□ まだ決まっていない／分からない

□ その他（ ）

Q4-2
上記の選択の理由につい
て記載してください。

自由記載
（任意）

Q4-3

「県内で働きたい」とお答え
の方にお聞きします。
福島で働くにあたって懸念
することや不安なことがあれ
ば教えてください。

自由記載
（任意）

現在の学校を卒業した後の進路や、福島県を住み続けたい地域にしていくために必要だと思うことについて、皆さんはどのような考えを
お持ちですか？

10



３ 将来の進路等の意向について

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q4-4
就職活動を行うにあたって
重視するポイントを教えてく
ださい。

選択
(6つまで)

□ 将来性・成長性

□ 経営の安定

□ やりがいや挑戦しがいのある仕事ができる

□ 自分のキャリア・スキルを活かせる

□ 性別による固定的な業務・役割分担の意識が弱い（またはない）

□ 給料の水準

□ 福利厚生の充実

□ 残業や休日出勤など長時間労働が少ない

□ 休日や休暇が多さ（産前産後休暇・育児休暇制度を除く）

□ 産前産後休暇・育児休暇制度（男性の育休も含む）の充実

□ 育児とキャリアの継続や転換など、多様なキャリアコースを支援する制度の充実

□ 職場の環境（オフィスや働く場所等）

□ 職場の雰囲気（人間関係）

□ リモートワークやフレックスタイム制など柔軟な働き方ができる制度の充実

□ 長く働き続けられる（終身雇用）

□ 勤務地（住まいや生活の利便性）

□ 友人やパートナーが近くにいる

□ 全国規模の企業で、自分の希望するエリア・地域限定社員の採用を行っている

□ その他（________）

Q4-5

上記質問でその他とお答え
した方は、重視するポイン
トをご記載ください。（任
意回答）

自由記載
(任意)
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３ 将来の進路等の意向について

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q4-6

就職活動をしている（し
た）人にお聞きします。前
問で選択した選択肢の中
で、福島県の企業等に「特
に不足している」と思うもの
を選択してください。

選択
（３つまで）
※任意回答

□ 将来性・成長性

□ 経営の安定

□ やりがいや挑戦しがいのある仕事ができる

□ 自分のキャリア・スキルを活かせる

□ 性別による固定的な業務・役割分担の意識が弱い（またはない）

□ 給料の水準

□ 福利厚生の充実

□ 残業や休日出勤など長時間労働が少ない

□ 休日や休暇が多さ（産前産後休暇・育児休暇制度を除く）

□ 産前産後休暇・育児休暇制度（男性の育休も含む）の充実

□ 育児とキャリアの継続や転換など、多様なキャリアコースを支援する制度の充実

□ 職場の環境（オフィスや働く場所等）

□ 職場の雰囲気（人間関係）

□ リモートワークやフレックスタイム制など柔軟な働き方ができる制度の充実

□ 長く働き続けられる（終身雇用）

□ 勤務地（住まいや生活の利便性）

□ 友人やパートナーが近くにいる

□ 全国規模の企業で、自分の希望するエリア・地域限定社員の採用を行っている
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３ 将来の進路等の意向について

No 質問項目 回答形式 選択肢

Q4-7

将来、福島県で生活する
と仮定した場合に、暮らす
場所として地域に求める条
件（理想）について、次
の選択肢から重要だと思う
ものを選択してください。

選択
(５つまで)

□ 自然環境や気候に恵まれている

□ 買い物が便利

□ 通勤や通学など移動がしやすい

□ 物価が安い

□ 教育環境が充実している

□ 子育てがしやすい

□ 医療や福祉サービスが充実している

□ 通信インフラが整っている

□ 治安がよい

□ 街並みや景観がよい

□ 娯楽施設（映画館、遊園地等）が多い

□ 祭りやイベントが多い

□ 文化施設（図書館、美術館等）が充実している

□ 趣味活動がしやすい

□ 地域の人とのつながりがある

□ 食べ物がおいしい

□ 首都圏の企業に勤めながら福島で暮らせる

□ その他（ ）

□ 特にない、わからない

Q4-8

前問で選択した選択肢の
うち、現状の福島県に「特
に不足している」と思うもの
を選択してください。

選択
（３つまで） 選択肢は同上
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